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連続生成型電解水素水整水器

取扱説明書

本器を誤って水中に落としたときは、電源プラグをコンセントから抜き、本器を引き上げること。

・当社に修理を依頼してください。（裏表紙）

本器の異常・故障が発生した場合は、直ちに使用を中止し電源プラグを抜くこと。

・点検または修理は当社にご相談ください。（裏表紙）

補助を必要とする人（子供を含む）だけで、本器を使用しない。

・使用する際は、安全に責任を負える人の監督・指示のもとで使用してください。

・本器で子供が遊ぶことはないように注意してください。



安全上のご注意　－必ずお読みください－

注意

※ご相談の際には、次のことをお伝えください。

 ・水道水に含まれるカルシウム、マグネシウム、ナ

　トリウム、カリウムなどのミネラル分が増えること。

 ・pH9.5程度の水であること。

禁止

指示
※1か月以上使用しなかったときは、浄水カートリッジの交
　換をお勧めします。

■通水時間の目安

ご就寝前や６時間以上使用しないとき

毎日の使い始め

1日使用しなかったとき

2日以上使用しなかったとき

1週間使用しなかったとき

初めてご使用のとき、
または浄水カートリッジ交換時

約5秒間

●

●

●

●

●

●

●

●

●

医薬品を還元水（電解水素水）で併飲しないこと。
腎不全、カリウム排泄障害などの腎臓疾患の方は還元水（電解水素水）を飲用しないこと。
無酸症の方は、還元水（電解水素水）を飲用しないこと。

pH10以上の水は直接飲用しないこと。※pHの測定は定期的に行うこと。（P.21）

飲用に適合した水（水道水など）以外は使用しないこと。また、35℃を超えるお湯を本体

側に通さないこと。（P.5）

次のような水は飲用しないこと。

・酸性水　・排水ホースから出る水　・pH測定液が入った水

指定の乳酸カルシウム以外は使用しないこと。

アルカリに弱いアルミ製容器や、酸に弱い銅製容器などは使用しないこと。

還元水（電解水素水）は金魚や熱帯魚などの飼育水に使用しないこと。（P.28）

●次の方は還元水（電解水素水）を飲む前に医師に相談してください。

・医師の治療を受けている方

・腎臓に障害がある方

・身体に異常を感じている方

●還元水（電解水素水）を飲用して身体に異常を感じたとき、または、飲用し続けても症状

に改善が見られないときは飲用を中止

し、医師に相談してください。

●

●

●

飲用にはpH9.5前後（pH9.0～pH10.0未満）をおすすめしますが、初めて飲用する方は還

元水（電解水素水）の還元１で少量からお飲みください。

・pH9.5はPH比色紙表の9.0と10.0の間の色が目安となります。

・初めて使用するときと、その後1か月に1回以上pHの測定（P.21）をし、還元水（電解水素   

　水）がpHの目安に入っているかを確認してください。

還元水（電解水素水）は、1日当たり500mL～1000mLを目安に飲用してください。

生成水は生成後なるべく早くご使用ください。また、還元水（電解水素水）／浄水を保存

する場合は、清潔なペットボトルなどの密閉容器に入れ冷蔵庫で保存し、2日以内に飲用

してください。

●還元水（電解水素水）／浄水の毎日の

使い始めは、酸性の洗い物に切り替え、

通水してください。

通水時間の目安は、右表の通りです。

通水後は、蛇口を閉じ還元水（電解水

素水）、または浄水に切り替え、飲用して 

ください。

約1分間

約1分間

約3分間

約5分間

約5分間



■本書での記載について
当社では、電気分解して陰極から生成される水素を含んだアルカリ性の飲用可能な水「アルカリ性電解水」を電
解水素水、陽極から生成される「酸性電解水」を酸性水と呼びます。
●本書では以下のように記載しています。
　ー電解水素水、酸性水、浄水の総称→整水

■本書内のイラストについて
本書内の製品姿図やイラストなどは実物と多少異なりますが、ご了承ください。

■特長
本器は医療用物質生成器として認証（医療機器製造販売認証番号：21500BZZ00119000）を受けております。

本器は飲用アルカリ性電解水（電解水素水）だけでなく、浄水と酸性電解水（酸性水）の３種類の整水を生成する
ことができ、スイッチで整水の種類を切り替えることができます。
浄水は薬の服用時や乳児のミルク用として、酸性水は洗顔用や食器などの洗浄用としてお使いいただけます。

■通水時間の目安
通水後は、操作パネルで使いたい水を選択し、ご使用
ください。

※水の硬度が高い地域では、左表の通水の他に、就
　寝前に酸性水で30秒～1分間通水してください。カ
　ルシウムの目詰まりによる故障の防止になります。

※1か月以上使用しなかったときは、浄水カートリッジの
　交換をお勧めします。

毎日の使い始め
１日使用しなかったとき
２日以上使用しなかったとき
１週間使用しなかったとき

約１分間
約１分間
約3分間
約５分間

約5秒間ご就寝前や６時間以上使用
しないとき

初めてご使用のとき、
または浄水カートリッジ交換時 約５分間

大事なお知らせ

●生成水は、生成後なるべく早くご使用ください。また、還元水（電解水素水）／浄水を保存する場合は、清潔な
　ペットボトルなどの密閉容器に入れ冷蔵庫で保存し、2日以内に飲用してください。
●当社指定の付属品（浄水カートリッジなど）以外は使用しないでください。
●取り扱いを間違えると故障の原因となりますので、本書P.1「安全上のご注意」を併読の上、ご使用ください。

飲用に適合した水（水道水など）以外は使用しないでください。
次のような水は本体に通水しないでください。故障の原因となることがあります。
・濁りのひどい水
・赤サビの多い水
・35℃以上のお湯
・塩分の多い水（海岸近くの井戸水など）
本器は、飲用に適した水（水道水など）を浄水カートリッジで浄水化し、更に電気分解にて電解水を生成します。
電解水は、JIS T 2004（家庭用電解水生成器）に規定される性状となります。
本体内に滞留した電解水素水や浄水は、遊離残留塩素が取り除かれているため、一般細菌が増えやすくなる場合
があります。ご使用の際には、下記の通り酸性水を通水してください。
毎日の使い始めや就寝前、６時間以上使用しない場合は、本体内部に残った水を入れ替え、およびカルシウムの
付着を抑制するためスイッチの酸性水を押し、酸性水モードのレベル２に切り替え、通水してください。
通水時間の目安は以下の通りです。

●
●

●

●

●

ご使用上のお願い

浄水カートリッジが早期に目詰まりする原因となります。

故障の原因となることがあります。

胃腸症状改善のための飲用アルカリ性電解水の生成。一般家庭で使用すること。

胃腸症状の改善とは
・胃もたれや胃の不快感をやわらげます。
・胃腸の働きを助け、お通じを良好にします。

飲用アルカリ性電解水の使用目的または効果







取説セット

添付文書
（A4サイズ両面）

別売品（P.31）

保証書

取扱説明書

（P.31）



→P.13へ →P.14へ

→P.15へ →P.16へ ホースの接続方法はP.17「分岐水栓への接続」
を参照してください。



ホースの接続方法はP.17「分岐水栓への接続」
を参照してください。

ホースの接続方法はP.17「分岐水栓への接続」
を参照してください。



ホースの接続方法はP.17「分岐水栓への接続」
を参照してください。

 



約3か月に1回程度）

（P.5）

原水とシャワーは60℃未満の水をご使用ください。

35℃以上のお湯は本体に通水しないでください。

 



※pH値はあくまでも目安であり、水質（地域、季節、
水温）や本器への通水量により変動があります。

●取水切替スイッチは４段階あります。還元１、還元２、

還元３、還元強の順にpH濃度が高くなります。

●pH10以上の水は飲用しないでください。

●還元水（電解水素水）pH濃度がpH10以上の水

は飲まないでください。還元水（電解水素水）pH濃

度の測定方法参照。（P.21）

●１日あたり500mL～1000mL程度を目安に飲用

してください。

●薬の服用時の水または、乳児のミルク用の水に

は還元水（電解水素水）を使用せず浄水をお使い

ください。

●還元水（電解水素水）は、取水後なるべく早く飲

用してください。また、還元水（電解水素水）を保存

する場合は、清潔なペットボトル等の密閉容器に入

れ冷蔵庫で保存し、２日以内に飲用してください。

●取水切替スイッチは２段階あります。スイッチを押

すごとに洗顔、洗い物が切り替わります。

●酸性水は飲用しないでください。

●洗顔用や食器などの洗浄用として使用してください。

●酸性水を保存する場合は、清潔なペットボトル等の

密閉容器に入れて保存し、2日以内にご使用ください。

還元水（電解水素水）pH濃度の
測定方法
（1）専用カップに還元水（電解水素水）を8分目まで 

入れてください。

（2）付属のpH測定液を付属の専用カップに1滴落

としてください。

還元水（電解水素水）pH濃度の
調整方法

操作パネルの還元水（電解水素水）スイッチを押して
還元水（電解水素水）pH濃度をかえます。還元１→２
→３→強の順で還元水（電解水素水）pH濃度が高く
なっていきますが、pH9～10未満でお飲みください。

（3）変色した還元水（電解水素水）をPH比色紙表

9.0～10.0の間の範囲であることを確認してくださ

い。範囲外の場合は、右記「還元水（電解水素水）

pH濃度の調整方法」の手順で調整をしてくださ

い。測定に使用した水は､飲まないでください。

●飲用範囲は、pH10未満の還元水（電解水素水）

と浄水です。

●pHは、水質（地域・季節・水温）や本器への通水

量により変動があります。還元水（電解水素水）を

飲用する時は、使用開始時および1か月に1回以上､

pHの測定を行い、測定結果がpHの目安の範囲に入

っているか確認をしてください。

●初めて飲用する方は、還元1で少量から飲用してく

ださい。

●pH測定液を目に入れたり、飲んだりしないでくだ

さい。pH測定液は必ずふたをして、乳幼児の手の届か

ない所に保管してください。また、火気には近づけな

いでください。

pH測定液

専用カップ

※このPH比色紙表はpH目安を測るものです。
※pHの測定には付属の比色紙表をお使いください。

お知らせ

●浄水カートリッジが新しいとき、一時的にpH濃

度が高くなることがありますが、異常ではありませ

ん。１週間前後で、再度pHの確認をしてください。

お知らせ

【1】還元水（電解水素水）スイッチでの調整

蛇口を少し閉じることにより通水量を少なくすると、
還元水（電解水素水）pH濃度が高くなります。

【2】通水量を調整

pHが高いとき

pHが低いとき

（まだ低い）

水素水レベルを
あげる

濃度が高い

濃度が低い

操作パネルの還元水（電解水素水）スイッチを押して
還元水（電解水素水）pH濃度をかえます。

水素水レベルを
下げる



浄水カートリッジの交換
●交換用浄水カートリッジの品名は、プレミアムマイクロカーボンBMαカートリッジです。（P.31）
　浄水カートリッジの交換の目安は次の通りです。１つでもあてはまる場合は、浄水カートリッジを交換し
　てください。

●「整水」は電解水素水・酸性水・浄水の総称、浄水カートリッジを通した水です。
整水の使用量は分岐水栓からの取水量と排水口からの排水量の合計です。
①、②の目安値どちらか早いほうで、浄水カートリッジの交換時期になるとカートリッジ交換ランプが赤色でブザーと共に点滅し
お知らせします。交換用の浄水カートリッジ（別売品）をご用意ください。（P.31）
浄水カートリッジの交換は２週間以内で速やかにお願いします。

水質により大幅に早く通水流量が限度値まで減って交換が必要になる
事があります。（右表）
特に水道水に目詰まり物質（濁り・鉄さび等）が多い場合、通水流量が
極端に少なくなり分岐水栓の警告弁が作動し、警告音と共に水が出ま
す。（P.18）　
目詰まりが早い場合は、目詰まりを抑制するためのプレフィルター（別売
品）があります。（P.31）　詳しくは当社までご相談ください。（裏表紙）

整水を1か月以上使用しなかった場合、本体内に滞留した電解水素水
や浄水は遊離残留塩素が取り除かれているため、一般細菌が増えやす
くなるなど浄水カートリッジ内の水が変質することがありますので、新しい浄水カートリッジへの交換をお勧めします。

※1

※2

※3

①使用期間約12か月
（1日32リットル使用時）

②整水の使用量
12,000リットル※1

③整水の通水流量が
極端に少ない※2

④1か月以上
使用しなかった※3

流量の限度値
（交換が必要） 12か月

標準的な
水道水 

目詰まり物質が多いと、流量が減り交換時期が早まります。

通
水
流
量

使用期間

目詰まり物質の含まれる
水道水 ※2

浄水カートリッジ交換ランプがブザーと共に点滅した
時は、次の順序で新しい浄水カートリッジに交換し
てください。（交換時の注意事項は次ページにあり
ます。）

浄水カートリッジを引き上げてください。

次ページへ続く

●ロックをはずしてから浄水カートリッジを引き出して
ください。



●浄水カートリッジは常に最良な水質を保つ

ため、定期的に交換が必要です。

●カートリッジ交換ランプが点灯した場合、速

やかに浄水カートリッジの交換をしてください。

●浄水カートリッジが新しいとき、一時的にpH

濃度が高くなることがありますが、異常ではあ

りません。１週間前後で、再度pHの確認をして

ください。

（1）浄水カートリッジ交換作業中は、本器に通

水しないでください。故障の原因となる恐れが

あります。

（2）カートリッジのロックを外した状態で通水

しないでください。本体から水があふれ、漏電、

感電、故障の原因となる可能性があります。

（3）浄水カートリッジを外すときのご注意

◆ 浄水カートリッジを交換の前に、乾いた布な

どをご用意ください。

◆ 正しくお使いいただくため、交換用浄水カー

トリッジに同梱の説明書（交換方法説明書、

注意事項）をよくお読みください。

◆ 浄水カートリッジを本体から取り出すとき

に、水が出ますのでご注意ください。本体に水

がかかると漏電、感電、故障の原因となる可能

性があります。誤って水がかかった場合には、

素早く乾いた布で拭き取ってください。

◆ 浄水カートリッジを分解しないでください。

水漏れの原因となります。

（1）蛇口を閉じてください。

（2）分岐水栓の切替レバーは原水またはシャワーに

してください。

（3）乳酸カルシウム添加筒を取り出し、洗ってください。

（4）数日間以上使用しなかった後再度使用し始め

る時には、酸性の洗い物で通水後、還元水（電解水

素水）に戻してから飲用してください。（P.5）

過熱休止について
この器械には安全装置として過熱防止装置が搭載

されています。

還元水（電解水素水）または酸性水を長時間連続

して使用すると器械内部の温度が上昇し、過熱防

止装置が働く場合があります。過熱防止装置の作

動中は下図の過熱休止ランプが赤く点滅します。

この場合は通水を止め、使用を中断してください。過

熱休止表示が消えます。２分間の過熱休止時間が

終了すると、使用を再開することができますが、器械

内部の温度が下がってくるまでお待ちください。

⇨浄水は問題なく使用できます。

［長期間使用しないとき］

　 新しい浄水カートリッジを本体にしっかり押し込
みます。
●浄水カートリッジの底から出て本体内に溜まった
水は残さない様、少し放置して完全に排水してから
新しい浄水カートリッジを入れてください。

（P.5）

浄水カートリッジ交換時の注意 ●乳酸カルシウムや浄水カートリッジ等の消耗品は、
　当社までご連絡ください。（P.31）
　また、浄水カートリッジの交換等でご不明な点が
　ありましたら、当社にご相談ください。（裏表紙）



（P.18）

（P.17）

（P.24）
スイッチポケット部のリセットスイッチ（P.8）を押しま
したか？

（P.23）

（P.17）

（P.21）

（P.21）

（P.5）

（P.23）

（裏表紙）

（裏表紙）

（P.17）

（P.23）

乳酸カルシウムを入れている時は
除いてください。電源スイッチを切り
1分ほど通水してください。再度、電源
スイッチを入れ通水しても同じなら、
当社にご連絡ください。（裏表紙）



本体保護機能：
　ヒューズ（基板内蔵）：８Ａ
　定電流制御回路（過電流防止装置）
　過熱防止装置
　分岐水栓定流量弁
　分岐水栓警告弁（過大水圧防止）
　ツインセーフティバルブ機能
　1）熱水流入防止機能
　　約50℃以上のお湯は排水ホースから排出
　2）過大水圧防止機能
　　カートリッジの目詰まりやホースの折れ等で、本体への入
　　水圧が設定値以上になった場合（250～300kPa）に作動
　　します。作動時には動作音（ブ－）が鳴り、排水ホースから
　　排出されます。

本製品は改良のため予告なく仕様変更することがありますので、製品と
一部差異が発生する場合があります。ご了承ください。

仕様１ 整水器本体

未満

水栓を少し閉じて本器への通水量を少なくすると、還元水（電解
水素水）のpHが高くなります。（P.21）

還元強にしても電解水素水のpHがあがらな
いのですが？

本器への通水量が少なすぎると、電気分解が行われず整水が生成さ
れません。整水を開けて本器への通水量を多くしてください。

分岐水栓のレバーを整水にして、本器に通
水しても整水が流れません。

還元水（電解水素水）・酸性水・浄水は35℃未満の水をご使用
ください。原水とシャワーは60℃未満の水をご使用ください。お湯を使用できますか？

水素は空気に触れることでなくなるため、大きく減少します。電解水素水を沸騰させると水素はなくなり
ますか？

自動製氷機で氷を作る場合は、お使いの冷蔵庫の取扱説明書に
従いご使用ください。氷を作る場合はどの水を使えばよいですか？

サプリメントは医薬品ではありませんので、還元水（電解水素水）また
は浄水で服用いただけます。ただし、サプリメントの注意書きに従っ
てください。

サプリメントの服用時は、どの整水を使えばよ
いですか？

還元水（電解水素水）は人を対象にしていますので、使用できません。
不純物を取り除いた浄水をご使用ください。

ペットの飲用水や魚の水槽の水に、電解水
素水を使用できますか？

整水の使用量12,000リットルまたは使用期間約12か月のどちらか
早い時期に、ブザー音と共にコントロールパネルのカートリッジ交換
ランプが赤色に点滅し、お知らせします。ただし、水質により12,000
リットル未満で交換が必要になることがあります。（Ｐ.23）

浄水カートリッジの交換目安は？

交換用の浄水カートリッジ（別売品）に同封のリサイクルキットを
ご使用いただき、ご返送ください。（Ｐ.32）使用済み浄水カートリッジのリサイクル方法は？

自治体のごみの分類に従ってください。外はプラスチック、中は活
性炭です。

浄水カートリッジをごみとして出す場合の廃棄
方法は？

使用できない場合があります。保健所等の水質分析機関に水質検
査をご依頼いただき、飲用できるかどうか確認してご使用ください。地下水を使用できますか？

本器を使用中にラジオに雑音が入る場合があります。ラジオを本器
から離してご使用ください。ラジオに雑音が入ります。

器械内部の定期的なお手入れは必要ありません。本器では、安定
した水質の還元水（電解水素水）／酸性水を長期間ご利用いた
だくために「ダブル・オートチェンジ・クロスライン方式」を採用してお
り、定期的に電極極性と水路のバルブを切り換えることで、電解能
力を維持しています。

器械内部のお手入れはどのようにすればよ
いですか？

断水後は2～3日ほど濁水が出る場合があります。カートリッジの目
詰まりを防ぐために、濁水が出なくなってからご使用ください。

断水があった場合、すぐに使用してもよいで
すか？

仕様１ 整水器本体

取水量（動水圧100kPaの時）：
　還元水（電解水素水） 3.0リットル／分
　酸性水　　　　　　 3.0リットル／分
　浄　水　　　　　　 3.7リットル／分

最大耐水量：約6.0リットル／分



 

仕様2 浄水カートリッジ
品名
材料の種類
ろ材の種類
ろ過流量（動水圧100kPaのとき）
使用可能な最小動水圧
浄水能力

浄水カートリッジの交換時期の目安

使用上の注意
使用水温
除去できない物質

プレミアムマイクロカーボンBMαカートリッジ
ABS樹脂
不織布・活性炭・ポリエチレン・ポリプロピレン
3.7リットル／分
50kPa
下表「浄水能力」を参照
約12か月（1日約32リットルの使用で交換時期をお知らせ）※１
総使用量は約12,000リットル
液晶画面にカートリッジ交換表示が赤色でお知らせ（P.24）
本書「安全上のご注意・大事なお知らせ」を参照（P.1～5）
35℃未満
下表「浄水能力」に記載のない重金属類（銀・銅など）や塩分（海水）

※1　使用水量・水質・水圧によって交換時期が大幅に短くなることがあります。（P.23）
　　  また、総使用量12,000リットル未満の場合でも12か月を経過すると交換をお知らせします。

浄水能力
遊離残留塩素
濁り
クロロホルム
ブロモジクロロメタン
ジブロモクロロメタン
ブロモホルム
テトラクロロエチレン
トリクロロエチレン
総トリハロメタン※2
CAT（農薬）※3
2－MIB（カビ臭）※4
溶解性鉛

1,2－DCE ※5
ベンゼン
ジェオスミン（カビ臭）
陰イオン界面活性剤
フェノール類

PFOS及びPFOA ※6、7
鉄（溶解性）※7
鉄（微粒子状）※7
溶解性マンガン ※7
アルミニウム（中性）※7

（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　ろ過流量の50%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）

（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）
（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JIS S 3201試験結果）

（総ろ過水量：12,000リットル　　除去率80%、JWPAS B. 210試験結果）
（除去率80%、JWPAS B. 210試験結果）
（除去率80%、JWPAS B. 210試験結果）
（除去率80%、JWPAS B. 210試験結果）
（除去率80%、JWPAS B. 210試験結果）

クロロホルム、ブロモジクロロメタン、ジブロモクロロメタン、ブロモホルムの４種類の総称です。
2－クロロ－４,６－ビスエチルアミノ－1,3,5－トリアジンの別名で、農薬の一種です。
2－メチルイソボルネオールの略称で、水道水のカビ臭原因物質の一つです。
シス－1,2－ジクロロエチレンおよびトランス－1,2－ジクロロエチレンの略称です。
有機フッ素化合物（PFAS）の一種です。
浄水器協会（JWPA）で定められた規格基準（JWPAS B基準）による物質です。

※2
※３
※４
※５
※６
※７

●浄水カートリッジ（品名：プレミアムマイクロカーボンBMαカートリッジ）

●Bクエン酸洗浄カートリッジ

（P.16）

本器の通水路に付着したカルシウムをクエン酸により除去するための洗浄カートリッジです。　　　　　



□この取扱説明書をきちんと読みましたか？

□本器に通水するのにふさわしい水かどうか確認しましたか？（P.5）

□電源プラグは正しく差し込まれていますか？

□表示された電源電圧（AC100V）で使用していますか？

□電源コードが折れ曲がったり、傷ついたりしていませんか？

□タコ足配線はしていませんか？

□ガタついたコンセントを使用していませんか？

□電源コードをステープル等で固定していませんか？

□本器の設置にふさわしい場所に設置しましたか？（P.11）

□ホースが折れ曲がったり、ねじれたりしていませんか？

　また、排水ホースを丸めたり本体より高い位置に引き回していませんか？

□本器を誤って水中に落としたときの対処方法はわかりましたか？（P.1「安全上のご注意」）

□還元水（電解水素水）を飲用するにあたっての注意事項をきちんと読みましたか？（P.20）

□酸性水を使用するにあたっての注意事項をきちんと読みましたか？（P.20）

□還元水（電解水素水）の保存方法はわかりましたか？（P.20）

□還元水（電解水素水）pH濃度調整をきちんとしましたか？（P.21）
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